








要約;妊娠前より 6%フェニルアラニンと P-クロロフェ二ルアラニン添加飼料にて高フェニ

ルアラニンとした ICR 系雌マウスより出生した仔マウスの生後の脳発育を組織学的に検討

した。生後 2 週,3 週,4 週および 8 週の仔を生理食塩水にて十分灌流後,脳を摘出し

GoIgi-Cox固定液に8週間浸透させ,100μmの厚さの標本を作製し,Golgi-Coxで染色後,錐

体細胞の樹状突起を定量的に検討した。細胞体から萠出する突起数には差がなかったが,

樹状突起は計測を行ったすべての期間で有意に分岐・伸展が抑制されていた。このような

結果から NaternaIPKU から出生した児の精神発達遅延は胎生期の高フェニルアラニン血症

が神経細胞の分岐・伸展を抑制した結果であると推測した。 


